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図書館ではじめよう、
書

館
世界ヘ一歩踏み出すためにはどうしたらいいのか、 そのヒントをお2人の話から探してみましょう！
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今号の楡蔭では、 世界に目を向けて活躍している学生に、 その活動と図書館の活用法について伺いました。

一 城）まず、 お2人の活動について教え
ていただけますか？

久保）2013年に北悔迫で開催された
第4回の「I中韓ユースフォーラム （以
下、 JCK)で、 学生迎営事務局の北
洵逍支部代表を務めました。JCKと
いうのは、 日本、 中国、 韓国の3カ国
の大学生が校擬l和連やシンポジウ
ムを通じて相互理解や知的交流を
することを目指すものです。 もともと
大きなイベントを動かしてみたいと
いう気持ちがあり、 参加しました。

城）棧擬国連というのはどういうも
のですか？

久保）実際に行われた国連の会議
を各国の大使になりきってやってみるん
です。若者目線で議論するので、 実際と
は迎う新しいアイデアが出てくるんです
ょ。 国際問題を解決する難しさも体感で
きます。

島倉）私は北洵道大学英語研究会（以

お
二
人
の
活
動
に
つ
い
て

--

下、 ESS) で活動しています。普段
はチャッティングといって、 英語で
2時1rnくらいの会話をしています。

封近なテーマから、 環埓問題のよ
うな日本話でも話すのが少し難し
いテーマも話題にしているんです。

また、 他大学の ESS サークルとの
大会では、 英語でディベー トや
ディスカッションをしています。

城）もともと英語が好きだったん
ですか？

島倉）はい。 英語をコミュニケーション
のツ ールとして使えるようになりたいと
思っていたんですが、 英語で話す機会
がなかなかなくて。 それをどうにかした
いなと思ったのが、 ESS に人ったきっか
けです。

城）ところで、 お2人は留学*1の経験
があるんですよね？

島倉）はい。私はフィジーの英語学
校に2週間留学しました。

久保）私はファースト・ステップ・プ
ログラム(FSP)に参加しました。

城）行ってみて、 自分の語学力につ
いてどう感じましたか？

島倉）たった2週間でしたが 、 最
初は全くIll! き取れなかったホスト
ファミリー の会話がわかるように
なったり、 単語でしか話せなかったの
が文邸になったり、 自分でも成長を感じ

ました。大学のプログラムなどを活用し
て、 また留学したいと思っています。
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久保）私も 、 英語で喋らないとい
けない環殷に附かれることで格
段にレベルアップしたと思ってい
ます。 今では自分の慈思を伝えら
れるし、 社会的な問題にも慈見を
言えるようになりましたね。

城）留学を通して英語力がぐっと
伸びることを実感されたんです
ね！実は図il館にも、 英語力を仲
ばすのに役立つものがいろいろ
あるんです。 語学自習室*2つて、

使ったことはありますか？

久保）結構使ってました！

城）そうですか!TOEICやTOEFLの
対策本もあるんですよ。 これから英語に
再挑戦したいという方には英語多読マ
ラソン*3もおすすめです。

久保）リーディングカを上げるための
ものですよね？

城）そうなんです。こういう取り組みや
すいところから始めるのもいいですよね。

城）なるほど。 では、 お2人が活動を通
して学んだことって、 どんなことでしkう？

久保）私はリ ーダーとして活動した
んですが、 リーダーというと、 指示を
出して仕切って引っ張っていくとい
うイメージだと思うんです。 私も最
初はそう考えていて、 みんなへの述
慇もあって、 仕事や梢報をうまくWJ
り振ることができなか ったんです。

そうしたらメンバー の貢任感や柚
屈感が希苅になってしまい••。 そこ
で考え方を変えて、 梢報を逐一共有
するようにしたら、 次にやることをみ

んなが自分で予測して行動するムー ド
がうまれ 、 スムーズに活動できるように
なったんです。この経験を通して、 リ ー

ダーシップの本質って、 みんなで
やろう、 っていう空気を削ること
なんだと学びましたね。
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島倉）論理的思考が身についた
かなと思っています。ディベート
やディスカッションではリサーチ
したことを論理的に組み立てて
説得しないといけないんですが、

経験を重ねることで身について
きたかなと。 最初は英話を話す
ことにも抵抗があったんですが、

そのハー ドルも段々低くなりまし
た。それと、 リ サーチを重ねる中

で国際的なl関迎への関心も強くなりま
した。 獣医学部にいることもあり、 途上
国で人獣共通感染症の研究に携わる
など、 英語を活かせる仕·Jiに就けたら
と思っています。

城）お2人とも授業だけでは得られな
いことをたくさん学んでいるんですね！

城）話は変わって、お2人にとって図書
館ってどんなイメージですか？

久保）う一ん、 本を侶りて返すところ？

島倉）主に勉強するために使うところ、

という感じです。

城）そうですよね。 そういったイメージ
に留まらず、 図古館ではいろいろな形で
学生さんをサポートしたいと思っていま
す。例えばレファレンス*4というサービ
スや、 雑誌や論文の探し方、 ·1じ子プック
の使い方のセミナーなども1mいていま
す。また、 今いるオープンエリアは、 机も
椅子も自由に動かせるしディスカッショ
ンも OK なので、 グループ学習にも活用
してほしいですね。

島倉）グループ学習室で勉強会をした
ことはあるんですが、 オープンエリアも
便利ですね 。 コピーもすぐとれるし、

PCでの調べ物もその場でできるし。

他のグループの勉強しているところ
が見えるのも刺激になりますよね。

城）勉強会では、 データベース5
を伎って伯報収集するのもおすす
めですよ。データベースは、 リモ ート
アクセス 長6サービスを使石E百i
からでも利用できるんです。

久保）えっ、 そうなんですか？便利！
今まで使わなかったの、 もったいな
かったなぁ。

城）新聞のデータベースなど、 リモート
アクセスできるものは色々あります。イ
ンタ ー ネットが繋がれば洵外からでも
アクセスできてとても便利ですよ！

久保）そういえば、 最近図内館ではい
ろんな展示もやっていますよね。 ああ
いうの、 すごく楽しいです。

城）図書館が企両するものの他にも、

サークルや図�11館学生サポーターの展
示などが行われたりと、 図書館は学生

さんが学んだ成果をアウトプットするよ
うな場所にも変わりつつあるんですよ。

今年も1/11催する STANDUPTAKE 

ACTION in Hokudai *7 と い う イ
ベントでは、 学生さんにもプレゼ
ンターとして参加していただいて
います。久保さんには去年、 JCK
の活動を発表していただきまし
たよね。 いかがでしたか？
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久保）思ったよりも多くの方が
IHIきに来てくださって、 妍しかっ
たです！取り組みを周りの人に知
らせることもJCKの目的の1つ
なので、 ああいった形で達成でき
てよかったです。

城）今年の STAND UP では、 食やI塁
某を通してサステナプルな未来を考え
ようということで、 I塁学部で北大マル
シェを迎営されている先生と学生さん
に発表していただく予定です。他の学
生がどんな活動をしているのかを知っ
て、 刺激を得てもらえたらと思っていま
す。

島倉）いろんなイベントをやっている
んですね。 図;If館のイメージが変わり
ました。

城）最後に、 北大生のみなさんヘメッセー

ジをお願いします！

久保）学生の今でしか得られない
チャンスをぜひ活用してください！
留学するにしても、 大きなイベント
の迎営に関わるにしても、 北大生だ
からこそ利用できるものや人のつな
がりって、 絶対たくさんあると思うん
です。 卒業してから後悔しないよう
に、 令しかない機会をもっと活かし
ていけたらいいですよね。

島倉）大学生活って、 自由に時間を使え
る期間だったり、 失敗してもある程度は
許される期間だったりすると思うんです。

それに 、 自分には無理かなって思える
ことでも、 やってみたら意外とできた！

ということもあると思うので、 私自
身もですが、 やりたいことをあき
らめてしまわず、 いろいろなこと
に挑戦してほしいです！メ

ッ
セ
ー
ジ

城）ぜひ図;!}館を学びのベース
キャンプとしてフルに使って、 世
界に向かってチャレンジしていた
だきたいですね。今日はありがと
うございました！

(8月1日附屈図 .;'}館本館2階オープ
ンエリアにて）
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正木）まずは現地に行ってみる、ということに尽きると思います。知識として頭でわかっ
ていることと、 現地で実際に体験することは、 やはり違います。考えるだけではなく 、 まず
行動してみることですね。

とはいえ、 予備知識も大切です。その国の最新情報や、歴史、 文化といった背景もあら
かじめ押さえておきましょう。そして、 できれば1回だけでなく複数回行ってもらいたい
ですね。色々な現場を見て、 自分がどういう道に進みたいのか考えてみましょう。FSPを
きっかけとして、第2、第3のステップヘと繋げてもらえたらと思います。

コー ケツ）なるほど。 FSPはまさに「最初の
一歩」なんですね 。

図書館ではこれまで「STAND UP」や「世
う、 グロー バルな私」がテーマということで、国際本部に 界で働く講演会」といったイベントを通じ
やってきました。北図書館の南側にある新しい建物です。 て、 国際本部と連携させていただいていま

今回は、 ファースト・ステップ・プログラム(FSP)といっ す。 今後は、 どういったところで連携してい
た 、 学生の短期派遣プログラムを担当されている正木 けるでしょうか？
幹生先生にお話を伺いました。

正木） 国際本部には留学生はよく来てくれるのですが、 それだけではなく日本人学生の
コ ーケツ）さっそくですが、 FSPとはどういったものなの 利用をもっと促進したいと考えています。 その点、 人が集まる「場」としての図田館は強

みではないかと思います。 ま た 、 FSPの事前学習の際には、 因書館にある資料が役に
立っているのではないかと思います。

正木）一般教育演習（フレッシュマンセミナー）のひとつ「グローバル・キャリア・デザイ
ン」として開講している授業で、 学生が今後様々な海外プログラムに挑戦するための最
初の一歩となることを目的とした取り組みです。FSPでは、 2週間、 協定校のある国を訪
問して、 協定校での授業参加やプレゼンテ ーション、 学生交流、 企業や研究所などを訪
問し、 実際に海外で活躍している方々の業務やキャリアについてお話を伺ったりします。

このような海外研修に加えて、 出発前の事前研修や、 帰国後に現地で何を学べたか
についての振り返りも行っています。そこから 、 今後自分は在学中にどのように行動す
るのか、アクションプランを練ってもらう。国際本部で
はそういったところまでサポー トしています。

コーケツ）ただ海外に行くだけではないのですね！ ・
先生ご自身も様々な国際機関で勤務された経験

がありますよね。 そういったご経験から、 これから海
外へ行こうとしている学生さんたちへ、何かアドバイ ＇ 
スをお願いします。

巳附属図書館からのお知らせ

コー ケツ）そうですね。 図柑館には国連関係の資料や、 色々な国の歴史、 文化が学べる
ような資料がたくさんあります。ぜひ活用していただきたいですね。

また、国際交流サークル「SACLA」が主催して国際本部で行っている「インターナショ
ナル・ランチ」といった留学生との交流イベントなども図書館でやってもらえたらおも
しろいかも、 と思いました。お互い、 学生にとって交流の場となれたらいいですね。

最後になりましたが、 学生さんへのメッ
セージをお願いします。

正木）まずは現地に行ってみましょう！匡l
際本部では、 そのための様々なサポート
を行っています。 気軽に相談に来てくださ

�2 .. 四；
国際教務課のカウンターでは留学に関するパンフレットを配布しています

10月 ,_,2月のイベントスケジュ ー ル
各イベントの詳細や最新情報は、 北大図書館ホ ー ムペ ー ジやFacebook 、

ポスタ ーやチラシ等で随時お知らせします。

l 日程 · 時刻 ・ イヘント名 • 会場 ＇ィヘント・ 展示j
量 量 � 皇 � 量

開催中 -10, 3 (金）
- - - ----------------

開催中 -10,17 (金）
-------------------

開催中 -10131 (金）
-------------------

10, 1 (水） -11/30(日）
--------------------

10, 1 (水） -12,2s (木）
. ------- . 
10, 8 (水）
. ------- . 
10/20(月） -10/26(日）
--------------------
10120(月） -11, 3 (祝）
. -------------------
10121(火） -11, 6 (木）

12:00-17:00 
（本の展示は開館時間中）

----------

開館時間中
----------

開館時間中
----------

開館時間中
----------

開館時間中
----------

18:30-19:30 
----------

開館時間中
----------

開館時間中
----------

開館時間中

少年よ、 学部を選べ!2014
-------------------
STAND UP TAKE ACTION in Hokudaiパネル展示
「食と農から考えるサステナビリティ」

おしょろ丸展

ピア・サボート室、 北図書館
........... 

本館玄閲ロピー

本館メディアコ ー ト

「.エルムの森”の青春ー北大生の群像1876�1949」
IV."エルムの森”キャンパスを舞台に 北図書館2階入館ゲー ト前

北方資料からみる「江戸・蝦夷・ヲロシア」交流展
第2期：高田屋嘉兵衛とゴロヴニーン捕虜事件----------------------------
STAND UP TAKE ACTION in Hokuda, 

＊ 

オープンアクセスウィーク
------------------
学術成果のオープンアクセスとHUSCAP

-------------------
「本は脳を育てる」秋の展示

本館玄閲ロピー
、

2階オーブンエリア-------------
本館メディアコ ー ト
------ . 
本館ほか
------ . 
本館玄閲ロピー

------
北図書館
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12/ 1 (月） - 1 /30(金） 開館時間中 「”エルムの森”の青春ー北大生の群像1876-1949」
V. 北大生の戦争、そして新しい時代へ 北図書館2階入館ゲー ト前 決�
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